歴史地震研究会2007年度　第4回幹事会

　2008年6月3日15：00～17：00　於地震予知総合研究振興会会議室

　出席者：北原・武村・宍倉・松浦・植竹・堀川・小松原

1.　つくば大会準備
　1-1　企画展示関係

　図録の原稿は巻頭言・謝辞などを除いてほぼ集った。
　企画展示の内容について6月6日に行事委員会内の企画展示責任者(北原・武村)が打ち合わせを行い、具体的な進め方を検討する。
　1-2　大会運営

大会運営は産総研内の行事委員が中心となって進める。座長など諸係の依頼は産総研内の行事委員が担当する。会場周辺に食堂がないので、参加者に弁当の予約を勧める。
1-3　プログラム・予稿集

32件の講演申し込みがあった。さらに口頭で数件の申し込み予定の連絡を受けている。6月6日までに正式なプログラムを松浦編集幹事が組み、地震学会ニュースレター原稿として提出する。予稿集の編集・印刷は松浦編集幹事が担当し、安価なホチキス止めの配布資料の形でまとめる。
　1-4.　ポスターの大きさ
　ポスターのサイズは横90cm*縦180cmとする。
　1-5　広報

　企画展の情報を発表する許可が出たら「なゐふる」に企画展の広告掲載を依頼する。
地震学会ニュースレターの投稿は松浦幹事が、企画展の情報については行事委員会で広報記事を作成する。

2.　中西会員からの提案への対応
　中西会員からメール(mushaおよび幹事個人宛メール)で研究会として地震・火山噴火史料の収集と校訂に取り組めないかとの打診・要望を頂いている。
これに対して、つくば大会の研究発表会の場で提言ないし問題提起の形で発表してもらう形で提案に対応することとした。
　　

3.　編集規定の見直し
　特定の分野について査読を依頼できる会員が少なく、非会員に査読を依頼せざるを得ない状況が発生する恐れがある。この場合の対応法について議論し、非会員に査読を依頼した場合には会より薄謝を支払うこと、その旨編集規定に明記すること、を決定した。
4.　次期役員について
　次年度に交代を希望している財政幹事と総務幹事の後任人事について議論した。
　財政幹事の負担軽減のため、会誌発送事務等を印刷社に外注できるかどうか検討することになった。
5．外部への協力事業について

東京大学史料編纂所の石本コレクション展(仮称)に歴史地震研究会として協力する．具体的な協力者は西山会員・白石会員および松浦会員である。この件について総会(2007~08年度活動報告)で北原会長が報告する．

6.　歴史学研究への会長の寄稿について

歴史学研究会より北原会長に依頼されていた歴史地震研究に関する紹介が、下記のように掲載された。

北原糸子(2008)歴史地震研究会と歴史学研究．歴史学研究，841号，70-74．

７．次期幹事会日程

次回幹事会は8月26日午後3時～地震予知総合研究振興会会議室で行う。
